
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金属スクラップ・リサイクル資源置場などでの火災について 

ここ数年、金属スクラップ等を取り扱う大規模な事業所などで、長時間に渡って大量の 

黒煙が発生するなどの、社会的影響の大きい火災が発生しています。 

リサイクル資源などには可燃物が含まれる場合も多く、多量に集積されている場合には、

消火活動に時間を要し、金属スクラップ等の火災と同様に社会的な影響が予想されます。 

また、乾燥・強風の気象状況が重なると、火災が起きた事業所だけでなく、周囲に燃え広

がる危険が大きくなります。 

このようなことを未然に防ぐために、火災を発生させないことが最も重要です。 

そして、万一、火災が発生してしまった場合には、拡大させないことが重要です。 

以下のことに注意して、火災の予防に努めましょう。 

○火災予防のために 
・作業前に、ガソリン・灯油などをしっかり抜き取りましょう 

・電池・バッテリーなどは分別しましょう 

・金属スクラップなどを高い所から落とさないように注意しましょう 

・移動させるときは、むやみに衝撃を与えないように注意しましょう 

・火気を使用したり、火花が発生する作業をする時は、周囲に燃えやすいもの 

が無いことを確認しましょう 

○火災が起きた場合に備えて 

・金属スクラップなどを高く積み上げるのは控えましょう 

・金属スクラップなどの間には、通路などを設けましょう 

○消火器を設置しましょう 

万一火災が発生した場合には、初期消火が重要です。 

消火器は、初期消火に非常に高い効果を発揮します。 

適正な消火器を設置し、取扱い方法を確認しておきましょう。 

○放火されにくい環境をつくりましょう 

放火火災が年々増加する傾向にあります。 

特に、夜間や、人目に付きにくい場所などが危険です。 

塀を設けたり、施錠の管理、整理整とんに心がけ、 

放火されにくい環境をつくりましょう。 

山武郡市広域行政組合消防本部 東金市家徳３８４番地２ 

☎ ０４７５－５２－８７５４ FAX ０４７５－５５－０１３１ 

http://www.sanbukouiki-chiba.jp/FDHP/newfd119.html 

ご協力をお願いします！ 


